
【
問
合
せ
】�

社
会
教
育
課�

生
涯
学
習
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
０

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

　
冬
こ
そ
元
気
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。
初

め
て
の
人
、
里
帰
り
の
人
、
上
の
子
を
連

れ
た
人
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
大
歓
迎
で
す
。

第
２
回
「
親
子
サ
ロ
ン
」

日
時　
１
月
１０
日
㈮　

　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

　
（
受
付　
午
前
９
時
３０
分
～
）

会
場　
市
民
会
館 

ホ
ワ
イ
エ

内�

容　
「
思
い
っ
き
り
あ
そ
ぼ
う
！ 

パ
ー

ト
１
」
寒
さ
に
負
け
ず
、
元
気
に
体
を

動
か
そ
う
。

　
（
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
）

対�

象　
０
～
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
・
家
族
な
ど

参
加
費　
１
人
１０
円
（
保
険
料
）

申
込
み　
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

　
郷
土
史
編
さ
ん
係

�
☎
７
７
３

－

２
１
９
７

郷
土
資
料

�
あ
れ
こ
れ
86

『
六
日
町
史
』
通
史
編
第
一
巻
自
然
・

先
史
・
古
代
・
中
世
を
発
刊

　
『
六
日
町
史
』
通
史
編
第
一
巻
は
、
六

日
町
の
自
然
、
先
史
、
古
代
、
中
世
に
つ

い
て
記
述
し
て
い
ま
す
。

　
記
述
の
範
囲
は
、
六
日
町
地
域
を
中
心

と
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り
理
解
を
深
め
る

た
め
広
い
視
点
に
立
ち
、
魚
沼
地
域
の
時

代
背
景
や
全
体
の
動
向
を
捉
え
た
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
発
刊
済
み
の
資
料
編
に
は
、
遺
跡
の
概

要
や
中
世
時
代
の
古
文
書
が
詳
し
く
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（
表
紙
デ
ザ
イ
ン
）
平
賀
壯
太 

氏

体
裁　
Ａ
５
版
約
５
５
０
頁

価
格　
３
，０
０
０
円

販
売
窓
口　
郷
土
史
編
さ
ん
係
、

　
大
和
・
中
央
・
塩
沢
公
民
館

販
売
開
始　
１
月
１４
日
㈫

資
料
紹
介

　
慶
応
４
年
（
１
８
６
８
年
）
に
鳥
羽
・

伏
見
の
戦
い
に
は
じ
ま
っ
た
幕
府
派
と
討

幕
派
（
新
政
府
軍
）
に
よ
る
戊ぼ

辰し
ん
戦
争
が

あ
り
ま
し
た
。　

　
各
地
で
戦
火
が
起
こ
り
、
魚
沼
地
域
で

も
同
年
４
月
２７
日
に
小
出
島
の
戦
い
が
起

こ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
戦
い
の
あ
っ
た
慶
応
４
年
４
月
２７

日
か
ら
５
月
１３
日
ま
で
、
官
軍
（
新
政
府

軍
）
は
浦
佐
村
に
滞
留
中
し
て
い
ま
し
た
。

村
人
は
、
戦
い
の
負
傷
者
や
病
人
な
ど
１５

人
に
、
昼
夜
を
問
わ
ず
交
代
で
看
病
に
あ

た
り
ま
し
た
。
こ
の
献
身
的
な
行
い
に
対

し
て
民
政
局
か
ら
５
，０
０
０
疋ひ

き

の
褒ほ

う

美び

が
出
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
１
）

　
褒
美
を
受
け
た
浦
佐
村
で
は
、
村
役
人

が
立
会
い
、
看
病
な
ど
に
あ
た
っ
た
村
人

に
褒
美
を
均
等
に
分
け
与
え
る
こ
と
、
こ

の
行
い
を
末
永
く
村
の
亀き

鑑か
ん

（
模
範
）
と

す
る
こ
と
を
慶
応
４
年
８
月
に
記
し
、
村

役
人
が
連
印
し
て
い
ま
す
。（
写
真
２
）

写真2　慶応4年8月　褒美の分配書
（南魚沼市所蔵）

写真1　慶応4年7月　民政局からの感状
（南魚沼市所蔵）
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